
目的 方法 頁 実施状況 評価 終了・継続・変更（※） 理由・根拠

① ライフステージに
おける切れ目のない
支援

② 関係機関の情報
共有、課題整理、連
携

③ サービス事業者等
の質の向上

※

◇こども連絡会全
体会

P.40
P.41

〇6月16日開催
・関係機関と情報
共有、意見交換を
行った。
・事業所部会での
課題について話し
合いを行った。
【参加者　20名】
〇2月9日開催予定

・各関係機関の取り
組みや相談状況等の
報告を行うことで、
近況を互いに確認で
きた。
・事業所部会から提
示された課題（「事
業所が学校に迎えに
行く際の困り事」
「相談員がいない
ケースの困り事」）
を話し合い、学校と
関係機関が相互の状
況を知る場となっ
た。これを事業所部
会に報告した。

終了 ・ 継続 →
同じ
・

変更

◇事業所部会 〇7月18日開催
・各事業所の受け
入れ状況や近況報
告を行った。
・下記2点につい
て、グループで話
し合った。「事業
所が学校に迎えに
行く際の困り事」
「相談員がいない
ケースの困り事」
【参加者　18名】

・事業所の現状を知
る機会になった。
・グループに分かれ
て話し合ったこと
で、課題に対し様々
なアイディアを出す
ことができた。 終了 ・ 継続 →

同じ
・

変更
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※続き ◇事業所見学会 P.40
P.41

〇8月21日～8月25
日
・受け入れ事業所
【21事業所】
【参加延人数105
名】
・対象：保健セン
ター、学校、保育
園、子育て世代 包
括支援センター、
春日井児童相談セ
ンター

・児童発達支援事業
所や放課後等デイ
サービスで取り組ま
れている療育につい
て、また実際に利用
している子ども達の
様子を見学する機会
は大変有意義であっ
た。合わせて学校で
の様子も聞くことが
でき、互いに顔の見
える関係作りのきっ
かけとなった。

終了 ・ 継続 →
同じ
・

変更

・各事業所の特色や違い等
がわかり、具体的にイメー
ジすることができた。
・よりスムーズに密な連携
が図れるよう、今後も参加
しやすく受け入れし易い実
施時期や期間、頻度等を検
討しながら継続していく必
要がある。

◇はじめのいっぽ
編集作成

〇はじめのいっぽ
in　komaki　制作
委員会
①6月22日開催
【参加者13名】

②9月8日開催
【参加者13名】

③12月1日開催予定

①全員で修正箇所の
洗い出しを行い、内
容別に担当者を決め
作業工程の確認を
行った。
②各担当から提示さ
れた修正内容の確認
を行い、再度確認作
業と修正を行った。
加えて、医療的ケア
児等に関連する掲載
内容の検討も行っ
た。

終了 ・ 継続 →
同じ
・

変更
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※続き P.40
P.41

〇5月12日開催
「支援の必要な子
を育てている家庭
への支援～親子に
関わるスタッフに
望むこと～」
【参加者　30名】
・あさひ学園主催

・支援の必要な子ど
もに関わる事業所等
が集い、「親子療育
の家」の紹介や支援
者としての心構えを
学ぶことができた。
・地域で、誰もが安
心して暮らせるよう
に、支援者の役どこ
ろを改めて確認でき
る機会になった。

終了 ・ 継続 →
同じ
・

変更

・事業所が支援方法等で悩
む時に事業所内だけで解決
しようとするのではなく、
社会資源を知り活用した
り、保護者にそれを提案し
たりすることも手段の一つ
であるため、支援の幅を拡
げられるような学びの場は
今後も継続して必要であ
る。また、地域との連携を
意識して事業展開できるよ
うな働きかけも継続して必
要である。

〇7月13日開催
「支援の必要なお
子さんの就学につ
いて～保護者向け
説明会～」
【参加者　41名】
・児童発達支援セ
ンターひろば主催

・就学までの流れや
困った時の相談先に
ついて知ることがで
きた。先輩ママから
のお話も聞くことが
できて、経験談から
対応の仕方等を学ぶ
ことができた。同じ
境遇の方々と困り事
や不安を共有し共感
できたことは、とて
も心強いと多数声を
いただいた。

終了 ・ 継続 →
同じ
・

変更

・事業所等を利用されてい
ない場合は、就学までの情
報が保護者の方により届き
にくく、十分な準備ができ
ないまま就学となる。その
ため、早く広く情報を得ら
れる機会を提供することは
重要である。今後も、ライ
フステージ別にテーマを変
更して開催されることが望
まれている。（児童発達支
援センター2か所を中心に
内容を検討予定）

〇12月5日開催予定
「ケースを通した
職員研修」 終了 ・ 継続 →

同じ
・

変更

◇療育支援事業へ
の協力（案内の配
布）
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①障がいに関する理
解の促進

◇「支援が必要なお
子さんのためのガイ
ドブック」の更新
（2月完成予定）

P.32 〇新規事業所へ、
ガイドブック掲載
用のデータを作成
依頼中

　

終了 ・ 継続 →
同じ
・

変更

　

（※）次年度も同じ内容で継続、または目的を変えず方法を変えるという意味で変更


